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笹川スポーツ財団 スペシャルサイト 『スポーツ 歴史の検証』  

日本スポーツ史に残る貴重な証言を通して、今後のスポーツのあるべき姿を考えます。 
 

第３０回 奥寺 康彦 氏 
 

（1977年から1986年までドイツプロサッカーリーグ ブンデスリーガで日本人初の選手として活躍） 
 

 「スポーツ・フォー・エブリワン」を推進する笹川スポーツ財団（所在地：東京都港区赤坂、理事長：小野 清子 

以下：SSF）は、日本のスポーツの歴史を築き上げてきた方々にお話を伺い、スポーツの価値や意義を検証、あるべき 

スポーツの未来について考えるスペシャルサイト「スポーツ歴史の検証」を連載しております。 

今年度は、プロスポーツを通じて、日本のスポーツを牽引し、歴史を築き上げてきた方々にお話を伺います。 

第30回「プロスポーツのカリスマたち」と題してご登場いただくのは、1977年から1986年まで世界最高峰のサッカー

リーグと言われているブンデスリーガ初の日本人選手として活躍した奥寺 康彦さんです。日本サッカー界の先駆者であ

り、現在もサッカーの普及・啓蒙活動に熱い情熱を注ぎ込んでいる奥寺さん。 

インタビュアーには、元NHKエグゼクティブアナウンサーとして数々のスポーツ名場面に立ち会ってきた山本 浩氏を

お招きし、先駆者としてのエピソードやプロ意識についてなどをお聞きしました。 

                             

～プロスポーツのカリスマたち～ 『時代の先へオーバーラップ』 

日本人初のブンデスリーガ選手 奥寺 康彦 氏 
 

【公開日時】  2014年12月 4日（木） 10：00一斉公開 

【 Ｕ Ｒ Ｌ 】 http://www.ssf.or.jp/history/ 

【主 な内容 】 『サッカー文化醸成のために』/『日本人初のブンデスリーガ選手となる』 
『GMとして迎えたJリーグの開幕』/『プロスポーツ選手のセカンドキャリアと引退後の責任』 ほか 

 

奥寺 康彦 （おくでら やすひこ）氏 プロフィール  

1952年生まれ。1977年から 1986年まで日本人初ブンデスリーガ（ドイツ）選手として活躍し、安定したプレースタイル

は地元ドイツファンから「東洋のコンピューター」と言われ、賞賛された。 

現在は、横浜フリエスポーツクラブ（横浜 FC）取締役社長を務め、様々な角度からサッカーの普及・啓蒙活動に熱い

情熱を注いでいる。 

山本 浩 （やまもと ひろし）氏 プロフィール 

1953年生まれ。スポーツ評論家、元ＮＨＫエグゼクティブアナウンサー、 

解説委員を務めた。現在は、法政大学スポーツ健康学部長。 
 

 

 

 

 

《スポーツ 歴史の検証》 概要 

【企画制作】  公益財団法人 笹川スポーツ財団 

【後 援】   文部科学省、東京都、公益財団法人 日本体育協会、公益財団法人 日本オリンピック委員会、 

特定非営利活動法人 日本オリンピアンズ協会、公益財団法人 日本プロスポーツ協会、 

特定非営利活動法人 日本オリンピック･アカデミー 

【特別協力】 株式会社アシックス、株式会社JTBコーポレートセールス 

【実施期間】 2014年10月～2015年3月（スペシャルサイトでの公開） 
 

■ ご取材いただく場合は下記までご連絡ください ■ 

笹川スポーツ財団 経営企画Ｇ 企画開発 担当：古坂（ふるさか）  

ＴＥＬ：03-5545-3301 info@ssf.or.jp 

スポーツ振興くじ助成事業 

笹川スポーツ財団  歴史の検証 で、検索ください。 

奥寺 康彦 氏 
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